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秋
季
市
内
現
地
学
習
資
料　

二
〇
一
四
年
十
月
二
十
七
日

矢　

島　

嗣　

久

Ｊ
Ｒ
別
府
駅
北
地
区
仲
間
通
り
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
資
料

１　
Ｊ
Ｒ
別
府
駅

　
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
年
）
七
月
十
六
日
、
亀

川
駅
と
別
府
駅
が
開
通
。
北
九
州
、
小
倉
方
面
の
お
客
が
来
別
。
飯
塚

の
炭
鉱
王
、
麻
生
太
吉
、
伊
藤
傳
右
衛
門
、
佐
藤
慶
太
郎
が
山
の
手
に

別
荘
を
建
て
た
。

２　

油
屋
熊
八
像

　

油
屋
熊
八
は
四
国
愛
媛
県
宇
和
島
の
出
身
。

　

油
あ
ぶ
ら

屋や

熊く
ま

八は
ち　

一
八
六
三
年
八
月
二
十
九
日
（
文
久
三
年
七
月
十
六

日
）
生
ま
れ
―
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
三
月
二
十
七
日
、
別
府
で

死
去
。
熊
八
は
、
歓
楽
的
な
温
泉
都
市
大
分
県
別
府
市
の
観
光
開
発
に

尽
力
し
、
田
園
的
な
温
泉
保
養
地
由
布
院
の
礎
を
築
い
た
実
業
家
。

３　

駅
前
高
等
温
泉　

　

駅
前
高
等
温
泉
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
十
日
完
成
、
同

四
月
十
二
日
竣
工
式
。
駅
前
自
治
会
の
町
営
温
泉
。「
ハ
ー
フ
・
テ
ィ

ン
バ
ー
」
半
木
造
形
式
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
家
を
思
わ
せ
る
ス
タ
イ
ル
、

木
造
に
煉
瓦
や
石
を
詰
め
て
い
る
。
施
工
は
日
本
人
の
棟
梁
。
建
築
費

用
は
当
時
千
円
普
請
だ
っ
た
と
い
う
。
現
在
の
建
物
の
建
設
費
用
は

一
万
円
又
は
二
万
円
説
が
あ
る
。（
総
事
業
費
三
万
円
）

左
側
、
高
等
温
泉
、
三
〇
〇
円
―
―
〉
現
在
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

単
純
泉
、
男
女
計
四
槽
。
ぬ
る
湯
。

右
側
、
普
通
温
泉
、
一
〇
〇
円
―
―
〉
現
在
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

炭
酸
性
単
純
泉
、
男
女
計
二
槽
、
あ
つ
湯
。

合
計
六
槽
。
宿
泊
、
個
室
、
七
部
屋
、
二
、五
〇
〇
円
。

大
広
間
、
三
十
畳
、
一
、五
〇
〇
円
。
休
憩
、
二
時
間
、
六
〇
〇
円
。

４　

延
命
地
蔵
尊

　

別
府
湾
の
沖
合
い
に
あ
っ
た
瓜
生
島
（
沖
の
浜
）
と
久
光
島
が
慶
長

年
間
（
一
五
九
六
年
）
の
大
地
震
で
海
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
の
際
、

千
人
近
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
た
め
、
人
々

の
苦
悩
を
癒
す
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。
毎
年
旧
暦
の
七
月
二
十
四
日
の

ご
縁
日
に
は
永え
い

代だ
い

施せ

餓が

鬼き

会え

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
お
参
り
す
る
と

史
跡
探
訪
レ
ポ
ー
ト
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延
命
（
長
生
き
）
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
近
所
の
酒
屋
さ
ん
が
き

れ
い
な
花
を
供
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

５　

春
日
温
泉

　

春
日
温
泉
は
公
民
館
、
自
治
会
事
務
所
が
入
っ
て
い
る
建
物
の
一
角

に
共
同
浴
場
が
併
設
し
て
い
る
、と
い
っ
た
感
じ
の
共
同
浴
場
で
あ
る
。

「
春
日
温
泉
」
の
看
板
を
見
逃
し
一
度
は
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、

周
囲
に
溶
け
込
ん
で
い
る
建
物
。
印
象
的
な
水
色
塗
り
の
建
物
で
、
建

物
横
に
温
泉
入
り
口
が
あ
る
。
建
物
の
敷
地
裏
手
に
は
源
泉
が
あ
り
、

ボ
コ
ボ
コ
と
音
を
た
て
て
い
た
。

　

入
り
口
よ
り
数
段
下
に
浴
槽
と
脱
衣
所
が
一
体
化
し
て
い
る
別
府
で

は
普
通
の
造
り
の
春
日
温
泉
。
外
は
小
雨
で
少
し
薄
暗
い
浴
室
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
ま
ま
湯
浴
み
す
る
。
四
人
ほ
ど
の
入
れ
る
浴
槽
は
タ
イ
ル

造
り
の
簡
易
な
も
の
だ
。
そ
こ
に
ち
ょ
っ
と
キ
シ
む
感
じ
の
無
色
透
明
、

ほ
ぼ
無
味
で
弱
温
泉
臭
の
す
る
湯
が
な
み
な
み
と
満
た
さ
れ
て
い
る
。

湯
温
は
四
十
四
℃
。
隠
れ
た
感
じ
の
ひ
な
び
た
系
共
同
浴
場
と
い
う
印

象
。

　

下
町
風
情
の
残
る
町
並
み
に
溶
け
込
ん
だ
共
同
浴
場
で
あ
る
。
木
造

の
建
物
は
か
な
り
古
び
て
い
て
、
外
観
は
勿
論
、
男
女
別
浴
室
も
雰
囲

気
満
点
。
五
～
六
人
ほ
ど
入
ら
れ
る
四
角
い
浴
槽
に
は
熱
め
の
湯
が
投

入
さ
れ
、
浴
槽
内
で
適
温
。
土
類
系
の
何
と
も
言
え
ぬ
薬
臭
が
漂
う
ギ

チ
ギ
チ
湯
だ
。
男
女
の
仕
切
り
部
分
に
あ
る
古
び
た
石
塔
は
春
日
温
泉

に
関
す
る
も
の
。

６　

財
間
酒
舗

　

島
根
県
津
和
野
の
出
身
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
年
）、
別
府
に

財
間
酒
店
別
府
出
張
所
を
開
店
し
た
。

７　

か
お
り
荘

　

駅
前
本
町
九
―
三
三
、
仲
間
通
り
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
の

建
築
。

　

約
八
十
年
の
歴
史
有
り
。
裏
に
自
家
温
泉
有
り
。

　

二
Ｆ
に
木
製
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
る
。

８　

立
花
温
泉

　

駅
前
本
町
三
―
二（
元
別
府
村
）に
あ
る
。昭
和
三
十
七
年（
一
九
六
二

年
）
に
創
設
さ
れ
た
浴
場
で
、
木
造
瓦
葺
き
平
家
建
て
で
あ
る
。
温
泉

源
は
突
き
湯
で
、
大
字
別
府
字
仲
間
九
六
九
―
二
に
あ
る
。
現
在
の

経
営
は
町
有
町
営
で
管
理
者
一
人
常
駐
。
入
浴
料
は
、
一
人
一
カ
月
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四
五
〇
円
、七
〇
才
以
上
二
〇
〇
円
、八
〇
才
以
上
は
無
料
で
あ
る
（
昭

和
六
十
年
）
入
浴
時
間
は
、午
前
六
時
三
〇
分
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
。

泉
質
は
含
食
塩
・
重
曹
泉
（
昭
和
四
十
年
度
「
衛
生
研
究
所
調
」）。
温

泉
は
通
り
の
東
側
、
奧
に
あ
る
。

９　

別
府
浜
離
宮
、
割
烹
旅
館
、
立
花
通
り

　

以
前
は
「
昭
和
園
別
荘
」
と
い
っ
て
い
た
。
立
地
は
、
別
府
の
繁
華

街
近
く
を
国
道
十
号
が
通
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
館
内
は
と
て
も
静

か
で
ま
る
で
別
世
界
に
い
る
よ
う
。

　

お
食
事
処
は
、
築
一
〇
〇
年
の
建
物
で
と
て
も
趣
が
あ
り
、
宮
大
工

し
か
手
入
れ
で
き
な
い
と
か･･･

。
昔
の
ガ
ラ
ス
に
し
か
な
い
ゆ
ら
ぎ

ご
し
に
見
る
庭
も
と
て
も
風
流
で
見
る
度
に
癒
さ
る
。

　

景
観
的
に
は
、
周
り
の
喧
噪
か
ら
一
線
を
画
し
て
い
る
た
め
、
別
府

湾
の
近
く
で
あ
る
が
海
は
見
え
な
い
。

　

敷
地
内
の
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
源
泉
か
け
流
し
な
の
で
温
泉
に
入
っ
て

ゆ
っ
く
り
癒
さ
れ
た
い
方
に
は
お
勧
め
。

10　

山
田
別
荘

　

別
府
タ
ワ
ー
前
の
山
手
の
道
を
上
る
と
、
右
側
に
入
母
屋
造
桟
瓦
葺

木
造
二
階
建
の
建
築
が
眼
に
つ
く
。
旅
館
、
山
田
別
荘
で
あ
る
。

　

格
式
の
あ
る
式
台
付
の
玄
関
構
え
、
旅
館
ら
し
か
ら
ぬ
こ
の
旅
館
、

当
初
は
そ
の
名
の
通
り
、
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ク
テ
ン
チ
と
関
わ
り
の
あ
る
広

島
の
素
封
家
、
山
田
英
三
氏
が
夫
人
の
保
養
別
荘
と
し
て
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
年
）
に
建
造
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

戦
前
、
錦
水
園
を
始
め
多
く
の
上
質
な
別
荘
建
築
を
手
が
け
た
地
元

の
田
尻
芳
雄
棟
梁
の
手
に
な
る
も
の
で
、
静
寿
堂
と
名
付
け
ら
れ
戦
後

旅
館
に
衣
更
え
を
し
た
。

　

敷
地
は
約
六
〇
〇
坪
、
時
代
物
の
カ
メ
ラ
や
掛
時
計
が
蒐
集
さ
れ
、

玄
関
脇
の
洋
間
と
共
に
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

和
風
の
主
屋
は
南
庭
の
池
泉
を
め
ぐ
り
、
雁
行
形
に
配
置
さ
れ
、
雨

戸
を
兼
ね
た
一
本
引
の
ガ
ラ
ス
障
子
は
引
き
込
め
ば
戸
袋
に
納
ま
り
、

庭
園
と
一
体
と
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
な
室
内
空
間
を
展
開
し
て
い
る
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
部
屋
に
は
帆
足
杏
雨
に
学
ん
だ
甲
斐
帍
山（
こ
ざ
ん
、

虎
山
）
や
日
本
画
家
池
田
栄
広
の
作
品
も
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
眼

を
楽
し
ま
せ
る
。

　

セ
ン
ス
の
よ
い
建
主
と
棟
梁
が
力
を
合
わ
せ
て
創
り
上
げ
た
別
荘
建

築
は
個
性
的
な
宿
と
し
て
古
き
良
き
時
代
の
ロ
マ
ン
の
香
り
を
漂
わ
せ

て
い
る
。

　

玄
関
の
和
室
に
は
甲
斐
帍こ

山ざ
ん

の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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11　

弓
松
温
泉

　

別
府
タ
ワ
ー
の
近
く
、「
三
泉
閣
」
と
い
う
ホ
テ
ル
の
裏
手
に
あ
る

共
同
浴
場
。

　

路
地
の
奥
に
あ
り
、
な
か
な
か
良
さ
げ
な
雰
囲
気
な
の
だ
が
、
地
元

の
組
合
員
以
外
の
入
浴
は
不
可
で
あ
っ
た
。
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

12　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
別
院

　

別
府
別
院
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
直
属
寺
院
。
直
属
寺
院
と
は
ご

本
山
以
外
の
寺
院
で
、
ご
門
主
が
住
職
と
な
る
寺
院
の
こ
と
を
言
う
。

日
本
各
地
に
所
在
し
、
北
海
道
の
札
幌
別
院
・
東
京
の
築
地
別
院
・
大

阪
の
津
村
別
院
・
鹿
児
島
の
鹿
児
島
別
院
な
ど
四
七
の
別
院
が
あ
る
。

　

歴
代
ご
門
主
の
特
別
の
由
緒
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
別
院
も
多
く
、

特
に
別
府
別
院
は
第
二
十
二
世
ご
門
主
鏡
如
上
人
ゆ
か
り
の
別
院
で
も

あ
る
。

　

別
院
は
ご
本
山
の
統
轄
の
も
と
、
地
方
に
お
い
て
浄
土
真
宗
の
み
教

え
を
ひ
ろ
め
、
法
要
・
儀
式
を
行
い
、
ご
門
徒
そ
の
他
の
信
者
を
教
化

育
成
す
る
た
め
の
中
心
道
場
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
。

　

年
間
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
毎
月
五
・
六
日
の
常
例
法
要
、
毎
月

十
五
・
十
六
日
の
恒
例
法
要
、
四
月
の
ご
正
忌
報
恩
講
、
十
月
の
鏡
如

忌
等
が
行
わ
れ
る
。

　

別
府
別
院
の
沿
革
は
比
較
的
新
し
く
、説
教
所
の
設
立
に
は
じ
ま
る
。

大
分
教
区
は
も
と
も
と
、
南
豊
教
区
（
豊
後
）
と
北
豊
教
区
（
豊
前
の

一
部
）
が
合
一
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
代
後

半
、
南
豊
教
区
に
は
別
院
は
存
在
せ
ず
、
間
借
り
の
教
務
所
（
教
区
事

務
所
）
の
み
で
あ
っ
た
。

　

北
に
は
宇
佐
の
地
に
四
日
市
別
院
が
あ
る
が
、
地
理
的
に
県
南
か
ら

は
参
詣
に
非
常
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　

昭
和
六
年
頃
（
一
九
三
一
年
）、
別
府
市
は
南
豊
教
区
の
地
理
的
中

心
地
に
あ
り
、
か
つ
国
内
で
も
有
名
な
温
泉
地
で
あ
っ
た
た
め
、
本
願

寺
説
教
所
設
立
の
原
案
が
当
時
の
有
力
者
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
時

あ
た
か
も
勝
如
上
人
（
大
谷
光
照
前
ご
門
主
）
伝
統
奉
告
法
要
の
記
念

事
業
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

設
立
当
時
、
説
教
所
に
は
門
徒
と
い
え
る
も
の
は
一
戸
も
な
く
、
門

徒
に
募
財
を
し
て
の
建
設
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
大
変
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
か
本
堂
は
、
大
分
県
立
鶴
崎
工
業

高
校
の
生
徒
の
教
科
実
習
と
し
て
建
築
さ
れ
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
竣

工
式
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
七
月
三
日
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）
に
本
願
寺
別
府
教
堂
と
改

称
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
一
県
一
教
区
で
大
分
教
区
と
な
っ
た
。
別
府

別
院
と
改
称
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
年
）
五
月
二
日
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の
こ
と
で
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）
十
月
五
日
、
病
気
療
養

の
た
め
別
府
鉄
輪
の
地
に
お
ら
れ
た
第
二
二
代
ご
門
主
大
谷
光
瑞
（
鏡

如
）
上
人
が
ご
往
生
さ
れ
、
現
本
堂
に
て
仮
葬
儀
（
お
そ
ら
く
通
夜
）

が
営
ま
れ
た
こ
と
が
由
縁
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、当
別
院
は
鏡
如
上
人
の
ご
分
骨
を
納
骨
所
に
ご
安
置
し
、

上
人
の
ご
遺
品
、
ご
遺
墨
等
を
陳
列
す
る
大
谷
記
念
館
が
建
物
の
二
階

に
併
設
さ
れ
て
い
る
。

13　

大
谷
記
念
館

　

大
谷
光
瑞
（
鏡
如
）
上
人
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
明
如
宗

主
（
第
二
十
一
世
）
の
長
男
と
し
て
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
誕
生

し
た
。
天
資
英
邁
に
し
て
気
宇
広
大
。
二
十
八
歳
で
二
十
二
世
の
法
灯

を
継
ぎ
、
三
十
九
歳
で
辞
任
す
る
ま
で
、
視
野
を
広
く
注
ぎ
、
教
団
の

国
際
化
を
は
か
る
た
め
、
仏
蹟
探
検
（
大
谷
探
検
隊
）・
海
外
伝
道
を

手
掛
け
、
内
に
あ
っ
て
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
大
遠
忌
を
未
曾

有
の
盛
儀
の
な
か
に
厳
修
し
、
宗
制
刷
新
、
人
材
育
英
と
教
団
の
拡
大

と
法
義
宣
布
に
尽
力
し
た
。

　

辞
任
後
は
、
ア
ジ
ア
各
地
を
歴
訪
し
、
各
地
に
別
荘
や
庭
園
を
構
え
、

農
園
経
営
や
人
材
養
成
、
仏
典
研
究
（
梵
本
翻
訳
）
等
、
そ
の
業
績
は

一
宗
門
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
界
、
経
済
界
、
産
業
界
、
教
育
界
等
々
、

広
く
時
代
の
寵
児
と
な
り
、
思
想
家
、
実
業
家
と
し
て
多
く
の
支
持
と

称
讚
を
あ
び
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）、
病
気
療
養
中
の
別
府
市
鉄
輪
で

示
寂
（
死
去
）
し
た
。
こ
の
大
谷
記
念
館
は
上
人
遷せ
ん

化げ

の
地
・
別
府
に

建
て
ら
れ
た
別
院
に
創
設
さ
れ
、大
谷
家
よ
り
下
附
さ
れ
た
法
衣
法
具
、

並
び
に
遺
墨
、
遺
品
、
著
書
、
旧
蔵
書
等
を
陳
列
し
、
遺
徳
を
偲
ぶ
も

の
で
あ
る
。

14　

秋
吉
邸

　

海
門
寺
公
園
の
北
側
、
春
日
通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
ど
っ
し
り
と
し

た
重
厚
感
の
あ
る
入
母
屋
造
桟
瓦
葺
平
屋
建
の
木
造
建
築
が
眼
に
つ
く
。

　

高
田
の
代
官
兼
総
庄
屋
を
し
て
い
た
岡
松
家
の
建
物
で
、
大
分
市
か

ら
昭
和
初
期
に
移
築
さ
れ
、
戦
後
秋
吉
家
が
こ
れ
を
譲
り
受
け
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
岡
松
甕よ

う

谷こ
く

は
、帆
足
万
里
門
下
の
俊
才
で
、

明
治
の
頃
東
京
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

　

入
母
屋
造
り
の
玄
関
を
は
い
る
と
、
幅
一
間
の
畳
敷
き
の
回
り
縁
を

も
つ
一
〇
畳
の
座
敷
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
。
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縁
側
と
座
敷
の
境
に
は
、
お
さ
形
の
欄
間
が
入
り
、
間
仕
切
り
欄
間

は
北
斗
七
星
の
透
か
し
彫
り
。
長
押
に
う
た
れ
た
釘
隠
し
の
割
菱
家
紋

に
、
時
の
流
れ
が
つ
く
り
だ
し
た
風
格
が
に
じ
み
で
て
い
る
。

　

玄
関
の
「
良
聞
居
」
の
額
や
、
お
茶
室
の
屏
風
の
「
大
夕
立
く
る
ら

し
由
布
の
か
き
く
も
り
」
の
句
は
高
浜
虚
子
の
直
筆
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
同
人
で
あ
る
秋
吉
夫
人
（
秋
吉
方か
た

子こ

）
の
招
き
で
、
再
三
別
府
を
訪

れ
た
虚
子
の
こ
の
住
宅
へ
の
深
い
思
い
入
れ
が
偲
ば
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秋
吉
家
住
宅
は
肥
後
藩
高
田
手
永
や
別
府
俳
壇
の
歴

史
を
語
る
建
物
と
し
て
、
北
浜
の
片
隅
に
今
も
ひ
そ
や
か
に
呼い

吸き

づ
い

て
い
る
。
高
浜
虚
子
は
正
岡
子
規
の
一
番
弟
子
で
あ
る
。
北
浜
の
秋
吉

邸
の
庭
に
は
高
浜
虚
子
邸
か
ら
譲
り
受
け
た
椿
が
花
を
咲
か
せ
て
い
る

の
で
、
こ
の
家
を
「
虚
子
庵
椿
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

15　

中
井
質
屋

　

昭
和
初
期
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
頃
の
建
築
と
思
わ
れ
る
。

16　

海
門
寺
温
泉

　

古
く
は
海
門
寺
公
園
温
泉
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
十
一
年

（
一
九
三
六
年
）
に
市
営
温
泉
に
な
っ
た
。
別
府
駅
か
ら
徒
歩
約
五
分

の
場
所
に
あ
り
、
市
民
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
の
方
に
も
親
し

ま
れ
て
い
る
温
泉
で
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）
二
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
現
在
の
海
門
寺
温
泉
は
、
施
設
全
体
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
、
外
観
は
隣
接
す
る
海
門
寺
公
園
と
調
和
し
た
落

ち
着
き
と
風
情
を
感
じ
ら
れ
る
和
風
の
外
観
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
温

度
の
異
な
る
「
あ
つ
湯
」
と
「
ぬ
る
湯
」
の
二
種
類
の
浴
槽
の
設
置
に

よ
り
、
熱
い
温
泉
に
慣
れ
て
い
な
い
観
光
客
の
方
に
も
入
浴
し
や
す

く
、
別
府
温
泉
の
魅
力
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
施
設
に
な
っ
て

い
る
。

17　

海
門
寺
公
園

　

み
ん
な
に
や
さ
し
い
街
中
の
オ
ア
シ
ス
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
東
口
に
ほ
ど

近
い
海
門
寺
そ
ば
に
位
置
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
園

内
に
は
段
差
が
な
く
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
障
が
い
者
も
利
用
し
や

す
い
多
目
的
な
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
る
。

　

別
府
八
湯
の
滴
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
、
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
遊
具
な
ど
が
主
要
施
設
。
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
漂
う
憩
い
の
空
間

で
の
ん
び
り
過
ご
そ
う
。

18　

海
門
禅
寺

　

別
府
市
北
浜
に
あ
る
海
門
禅
寺
は
、
海
門
寺
公
園
、
海
門
寺
温
泉
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と
隣
接
し
た
禅
寺
で
、
境
内
に
は
別
府
市
指
定
天
然
記
念
物
の
ク
ロ
マ

ツ
が
あ
る
。
こ
の
ク
ロ
マ
ツ
は
別
名
「
し
ぐ
れ
の
松
」
と
も
言
わ
れ
、

樹
高
約
六
ｍ
、
胸
高
幹
囲
約
二
四
〇
㎝
、
樹
冠
は
東
六
・
五
ｍ
、
西

一
〇
・
二
ｍ
、
南
三
・
〇
ｍ
、
北
一
三
・
〇
ｍ
の
広
が
り
を
持
っ
て
い
て
、

支
柱
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

19　

芭
蕉
句
碑

海
門
寺
境
内

「
作
り
木
の　

庭
を　

い
さ
む
る　

時
雨
か
な
」　
（
い
さ
む
る
＝
勢
い

を
つ
け
る
）

20　

時し
ぐ
れ雨
の
松

　
　

作
り
木
の　

庭
を
い
さ
め
る　

時
雨
か
な　

松
尾
芭
蕉

21　

西
本
願
寺
別
院

　

別
府
別
院
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
直
属
寺
院
。
直
属
寺
院
と
は
ご

本
山
以
外
の
寺
院
で
、
ご
門
主
が
住
職
と
な
る
寺
院
の
こ
と
を
言
う
。

日
本
各
地
に
所
在
し
、
北
海
道
の
札
幌
別
院
・
東
京
の
築
地
別
院
・
大

阪
の
津
村
別
院
・
鹿
児
島
の
鹿
児
島
別
院
な
ど
四
七
の
別
院
が
存
在
す

る
。

　

歴
代
ご
門
主
の
特
別
の
由
緒
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
別
院
も
多
く
、
特

に
別
府
別
院
は
第
二
二
世
ご
門
主
鏡
如
上
人
ゆ
か
り
の
別
院
で
も
あ
る
。

　

別
院
は
ご
本
山
の
統
轄
の
も
と
、
地
方
に
お
い
て
浄
土
真
宗
の
み
教

え
を
ひ
ろ
め
、
法
要
・
儀
式
を
行
い
、
ご
門
徒
そ
の
他
の
信
者
を
教
化

育
成
す
る
た
め
の
中
心
道
場
と
し
て
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
。

　

年
間
の
主
な
行
事
と
し
て
は
、
毎
月
五
・
六
日
の
常
例
法
要
、
毎
月

十
五
・
十
六
日
の
恒
例
法
要
、
四
月
の
ご
正
忌
報
恩
講
、
十
月
の
鏡
如

忌
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

別
府
別
院
の
沿
革
は
比
較
的
新
し
く
、説
教
所
の
設
立
に
は
じ
ま
る
。

大
分
教
区
は
も
と
も
と
、
南
豊
教
区
（
豊
後
）
と
北
豊
教
区
（
豊
前
の

一
部
）
が
合
一
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
年
）
代
後

半
、
南
豊
教
区
に
は
別
院
は
存
在
せ
ず
、
間
借
り
の
教
務
所
（
教
区
事

務
所
）
の
み
で
あ
っ
た
。

　

北
に
は
宇
佐
の
地
に
四
日
市
別
院
が
あ
っ
た
が
、
地
理
的
に
県
南
か

ら
は
参
詣
に
非
常
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
た
。

　

昭
和
六
年
頃
（
一
九
三
一
年
）、
別
府
市
は
南
豊
教
区
の
地
理
的
中

心
地
に
あ
り
、
か
つ
国
内
で
も
有
名
な
温
泉
地
で
あ
っ
た
た
め
、
本
願

寺
説
教
所
設
立
の
原
案
が
当
時
の
有
力
者
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
時

あ
た
か
も
勝
如
上
人
（
大
谷
光
照
前
ご
門
主
）
伝
灯
奉
告
法
要
の
記
念

事
業
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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設
立
当
時
、
説
教
所
に
は
門
徒
と
い
え
る
も
の
は
一
戸
も
な
く
、
門

徒
に
募
財
を
し
て
の
建
設
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
大
変
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
か
本
堂
は
、
大
分
県
立
鶴
崎
工
業

高
校
の
生
徒
の
教
科
実
習
と
し
て
建
築
さ
れ
た
。
記
録
に
よ
る
と
、
竣

工
式
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
七
月
三
日
と
さ
れ
て
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十
八
年
に
本
願
寺
別
府
教
堂
と
改
称
、
昭
和
十
九

年
（
一
九
四
四
年
）
四
月
に
一
県
一
教
区
で
大
分
教
区
と
な
っ
た
。
別

府
別
院
と
改
称
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
年
）
五
月
二

日
の
こ
と
で
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）
十
月
五
日
、
病
気
療

養
の
た
め
別
府
鉄
輪
の
地
に
お
ら
れ
た
第
二
十
二
代
ご
門
主
大
谷
光
瑞

（
鏡
如
）
上
人
が
ご
往
生
さ
れ
、現
本
堂
に
て
仮
葬
儀
（
お
そ
ら
く
通
夜
）

が
い
と
な
ま
れ
た
こ
と
が
由
縁
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、当
別
院
は
鏡
如
上
人
の
ご
分
骨
を
納
骨
所
に
ご
安
置
し
、

上
人
の
ご
遺
品
、
ご
遺
墨
等
を
陳
列
す
る
大
谷
記
念
館
が
併
設
さ
れ
て

い
る
。

22　

大
谷
記
念
館

　

大
谷
光
瑞
（
鏡
如
）
上
人
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
明
如
宗

主
（
第
二
十
一
世
）
の
長
男
と
し
て
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
誕
生

し
た
。
天
資
英
邁
に
し
て
気
宇
広
大
。
二
十
八
歳
で
二
十
二
世
の
法
灯

を
継
ぎ
、
三
十
九
歳
で
辞
任
す
る
ま
で
、
視
野
を
広
く
注
ぎ
、
教
団
の

国
際
化
を
は
か
る
た
め
、
仏
蹟
探
検
（
大
谷
探
検
隊
）・
海
外
伝
道
を

手
掛
け
、
内
に
あ
っ
て
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
六
五
〇
回
大
遠
忌
を
未
曾

有
の
盛
儀
の
な
か
に
厳
修
し
、
宗
制
刷
新
、
人
材
育
英
と
教
団
の
拡
大

と
法
義
宣
布
に
尽
力
し
た
。

　

辞
任
後
は
、
ア
ジ
ア
各
地
を
歴
訪
し
、
各
地
に
別
荘
や
庭
園
を
構
え
、

農
園
経
営
や
人
材
養
成
、
仏
典
研
究
（
梵
本
翻
訳
）
等
、
そ
の
業
績
は

一
宗
門
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
界
、
経
済
界
、
産
業
界
、
教
育
界
等
々
、

広
く
時
代
の
寵
児
と
な
り
、
思
想
家
、
実
業
家
と
し
て
多
く
の
支
持
と

称
讚
を
あ
び
た
。

　

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）、
病
気
療
養
中
の
別
府
市
鉄
輪
で

示
寂
（
死
去
）
さ
れ
た
。
こ
の
大
谷
記
念
館
は
上
人
遷
化
の
地
・
別
府

に
建
て
ら
れ
た
別
院
に
創
設
さ
れ
、
大
谷
家
よ
り
下
附
さ
れ
た
法
衣
法

具
、
並
び
に
遺
墨
、
遺
品
、
著
書
、
旧
蔵
書
等
を
陳
列
し
、
遺
徳
を
偲

ぶ
も
の
で
あ
る
。

23　

秋
吉
邸

　

海
門
寺
公
園
の
北
側
、
春
日
通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
ど
っ
し
り
と
し

た
重
厚
感
の
あ
る
入
母
屋
造
桟
瓦
葺
平
屋
建
の
木
造
建
築
が
眼
に
つ
く
。
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大
分
市
高
田
の
代
官
兼
総
庄
屋
を
し
て
い
た
岡
松
家
の
建
物
で
、
大

分
市
か
ら
昭
和
初
期
に
別
府
市
北
浜
に
移
築
さ
れ
、
戦
後
秋
吉
家
が
こ

れ
を
譲
り
受
け
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
岡
松
甕よ
う

谷こ
く

は
、帆
足
万
里
門
下
の
俊
才
で
、

明
治
の
頃
東
京
大
学
の
教
授
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

　

入
母
屋
造
り
の
玄
関
を
は
い
る
と
、
幅
一
間
の
畳
敷
き
の
回
り
縁
を

も
つ
一
〇
畳
の
座
敷
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
。

　

縁
側
と
座
敷
の
境
に
は
、
お
さ
形
の
欄
間
が
入
り
、
間
仕
切
り
欄
間

は
北
斗
七
星
の
透
か
し
彫
り
。
長
押
に
う
た
れ
た
釘
隠
し
の
割
菱
家
紋

に
、
時
の
流
れ
が
つ
く
り
だ
し
た
風
格
が
に
じ
み
で
て
い
る
。

　

玄
関
の
「
良
聞
居
」
の
額
や
、
お
茶
室
の
屏
風
の
「
大
夕
立
く
る
ら

し
由
布
の
か
き
く
も
り
」
の
句
は
高
浜
虚
子
の
直
筆
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス

の
同
人
で
あ
る
秋
吉
夫
人
（
秋
吉
方か

た

子こ

）
の
招
き
で
、
再
三
別
府
を
訪

れ
た
虚
子
の
こ
の
住
宅
へ
の
深
い
思
い
入
れ
が
偲
ば
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
秋
吉
家
住
宅
は
肥
後
藩
高
田
手
永
（
大
分
市
）
や
別

府
俳
壇
の
歴
史
を
語
る
建
物
と
し
て
、
別
府
北
浜
の
片
隅
に
今
も
ひ
そ

や
か
に
呼い

吸き

づ
い
て
い
る
。

　

高
浜
虚
子
は
正
岡
子
規
の
一
番
弟
子
で
あ
る
。
北
浜
の
秋
吉
邸
の
庭

に
は
高
浜
虚
子
邸
か
ら
譲
り
受
け
た
椿
が
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
で
、

こ
の
家
を
「
虚
子
庵
椿
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

24　

中
井
質
店

　

昭
和
初
期
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
頃
の
建
築
と
思
わ
れ
る
。

25　

ホ
テ
ル
三
泉
閣

　

別
府
タ
ワ
ー
の
道
路
を
隔
て
て
西
側
に
あ
る
。一
階
ロ
ビ
ー
の
右
手
、

北
側
に
荒
金
大
琳
先
生
揮
毫
の
墨
書
が
あ
る
。
い
ろ
は
四
八
文
字
を
漢

字
で
し
た
た
め
て
い
る
。

26

別
府
タ
ワ
ー

　

別べ
っ

府ぷ

タ
ワ
ー
は
、
大
分
県
別
府
市
に
あ
る
観
光
塔
で
あ
る
。
旧
名
、

観か
ん

光こ
う

セ
ン
タ
ー
テ
レ
ビ
塔と
う

。
高
さ
は
九
〇
ｍ
。
一
九
五
七
年
（
昭
和

三
十
二
年
）
に
完
成
。
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
、
通
天
閣
に
次
ぎ
、
日
本
で

三
番
目
に
建
て
ら
れ
た
高
層
タ
ワ
ー
で
、
別
府
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
親
し
ま
れ
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
運
営

は
、
別
府
観
光
開
発
株
式
会
社
。
設
計
者
は
早
大
名
誉
教
授
の
内
藤
多

仲
で
あ
る
。
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
の
次
が
大
阪
の
通
天
閣
、
次
が
別
府
タ

ワ
ー
、
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
、
次
が
東
京
タ
ワ
ー
（
一
九
五
八
年
〔
昭

和
三
十
三
年
〕
竣
工
）
で
あ
る
。
タ
ワ
ー
の
六
兄
弟
と
云
わ
れ
て
い
る
。
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